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迫町鉄砲丁行政区

上沼コミュニティ運営協議会

地区コミュニティで水害訓練を実施
情報伝達手段と地域の連携が課題

古里を守るため訓練を50年以上継続
顔が見える普段付き合いが命救う

　大規模災害が発生した際に、命を守る
ためには、「自助」「共助」「公助」の３
つが必要だといわれています。
　自助とは、家族を含む自分で命を守る
こと。共助とは、近隣が互いに助け合っ
て地域を守ること。公助とは、市町村を
はじめ警察・消防・ライフラインを支え
る事業者などによる応急・復旧対策活動
のことをいいます。
　「阪神淡路大震災で生き埋めになった
人たちが、誰によって救出されたか」と
いう調査（出典：（社）日本火災学会「兵
庫県南部地震における火災に関する調査
報告書」）があります。救出された人の
うち、68㌫が自力や家族による「自助」、
28㌫が近所の人や通行人などの「共助」、
救助隊による「公助」はわすが２㌫程度
でした。このことからも、自助、共助の
重要性が分かります。
　自助力と共助力を、より高めていく備
えの一つが自主防災組織です。しかし、
結成しただけでは意味がありません。普
段から飲料水や保存食を準備したり、救
急救命処置や避難所運営の訓練をしたり
するなど、日頃からの活動が、有事に動
ける組織になるのです。
　また、私たち行政の公助も同じで、日
頃からの備えが非常に重要です。皆さん
の命が助かった後、災害時の「非常」か
ら、いつも通りの「日常」に戻す対応策
を迅速に進めなければなりません。
　市では東日本大震災後に「災害対応マ
ニュアル」を作成。大規模災害時の基本
的な対応法を「目に見える化」しました。
職員全員がマニュアルを熟知するだけで
はなく、突発的な問題に対応できる実効
性のある危機管理体制を築いていかなけ
ればなりません。

　

09
年
の
台
風
18
号
で
の
水
害
で

は
、
横
山
地
区
の
指
定
避
難
所
は

横
山
小
学
校
と
な
っ
て
い
た
。
川

が
決
壊
し
た
情
報
を
受
け
た
佐
々

木
光み

つ

男お

さ
ん（
横
山
５
区
）は
、迫

町
に
子
ど
も
を
車
で
迎
え
に
行
っ

た
。
途
中
、自
宅
に
連
絡
を
す
る

と
、床
上
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
。自
宅
に
い
た
家
族
は
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
、身
動
き
が
取

れ
な
か
っ
た
。子
ど
も
を
安
全
な

場
所
に
と
横
山
小
を
目
指
し
た

が
、増
水
で
道
路
が
寸
断
。
結
果

的
に
、雨
足
が
弱
ま
る
の
を
待
ち
、

東
和
町
か
ら
南
三
陸
町
を
経
由
し

自
宅
に
戻
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
現
場
で
は

当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
起
こ
る
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
数
日
停
電
と
な
っ
た
が
、
市

役
所
も
、
Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ
も
建
物
は

無
事
。多
少
の
時
差
は
あ
っ
た
が
、

Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ
か
ら
情
報
を
発
信
で

き
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
れ
以
上

の
規
模
の
地
震
で
、
市
役
所
や
Ｈ

＠
！
Ｆ
Ｍ
が
被
災
す
る
こ
と
も
、

想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

仮
に
防
災
行
政
無
線
も
、
エ
フ

エ
ム
も
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
も
使
え
な
い
場
合
は
、ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
な

ど
の
利
用
が
有
効
だ
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、東
日
本

大
震
災
時
に
市
災
害
対
策
本
部

脇
に
設
置
し
、情
報
の
確
保
や
発

信
に
大
い
に
役
立
っ
た
。ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
は
、自
主
防
災
組
織
で

の
設
置
が
増
え
て
き
て
い
る
。上

沼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

浅
野
会
長
は「
中
継
を
す
れ
ば
、地

区
内
全
域
で
受
発
信
で
き
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。早
い
段
階
で
全
行

政
区
分
準
備
し
た
い
」と
整
備
を

急
い
で
い
る
。

　

指
定
避
難
所
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。前
述
の
佐
々
木
さ
ん
の
よ
う

に
、避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い

こ
と
も
あ
る
。も
し
く
は
、避
難
所

が
被
災
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
時
に
多
く
見
ら

れ
た
の
は「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
」

の
活
用
だ
。雪
が
積
も
っ
て
も
払

え
ば
落
ち
る
、穴
が
空
い
て
も
ガ

ム
テ
ー
プ
な
ど
で
補
修
で
き
る
。

そ
し
て
、収
容
人
数
が
多
い
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
挙
げ
た
例
は
、
実
際

に
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
た
も

の
。こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
、

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に
組
み
込

み
繰
り
返
す
こ
と
で
、よ
り
災
害

時
に
強
い
体
制
が
作
れ
る
。

　

一
人
一
人
が
災
害
と
向
き
合

い
、備
え
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
が
自
主
防
災
組
織
の
体
制
強

化
、「
自
守
」に
つ
な
が
っ
て
い
く
。


